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充実する本学の地域連携活動 

本学では、社会連携の活動が次第に数を増し、ま

た継続的な活動も行われています。新しい活動の中

には学部の垣根を越えた取り組みも見られます。そ

の中の際立った活動の概要を以下に紹介します。 

 

【 日本語日本文学科 】 

日本語学校の教室とつなぐオンライン交流会 

 

野畑ゼミ（野畑理佳准教授）・林ゼミ（林貴哉講師）

の合同ゼミは、1 月 21 日にオンライン交流会を実施

した。交流相手は大阪国際外語学院で、日本語教員

養成課程の教壇実習先としてもお世話になっている。 

大阪国際外語学院から参加した留学生の出身国は

バングラデシュ 33 名、ミャンマー11 名、ネパール

10 名、ベトナム 4 名、中国 2 名。本学からは 16 名の

ゼミ生が参加した。 

今回はフリートークの時間がないかわりに、グル

ープごとの「クイズ大会」となり、留学生からは、「バ

ングラデシュの 1番大きい祭りは何か」「ネパールに

世界遺産はいくつあるか」「ミャンマーの水上に暮ら

す町の名前は」「ベトナムの通貨は何か」「大丈夫の

「丈夫」の意味は中国語でどんな意味か」など、国ご

とに 3 択のクイズが出された。武庫女生からは「い

いです」「大丈夫です」が OK の意味か断りの意味か

を 2 択で推測するクイズ、また関西弁のクイズを出

した。 

 
オンライン交流会の様子 

【 歴史文化学科 】 

「第 4回歴史文化講座 阪神・淡路大震災以降の

文化財保全―守る・つなぐ・活かすひとびと―」

を開催 

 
2 月 2 日に歴史文化学科主催「第 4回歴史文化講座 

阪神・淡路大震災以降の文化財保全―守る・つなぐ・

活かすひとびと―」を開催した。歴史文化学科 1 期

生のほか、学外も含め約 50 名の参加があった。 

最初に、歴史文化学科河野未央准教授から報告を

行った。1995 年の阪神・淡路大震災を機に大規模自

然災害から民間所在の歴史資料を守るボランティア

団体が立ち上がった。その後もボランティアの輪は

広がり、特に、東日本大震災以降は、「心の復興」を

テーマとして「記憶」「思い出」を守る活動がさらに

広がりを見せつつある。報告は、こうした活動を行

う「ひとびと」に焦点をあて、紹介した。 

続いて、ゲスト・スピーカーの吹田市教育委員会

の立岡宏美さんを迎えた対談を行った。 

立岡さんは大学生時代に歴史資料を守るボランテ

ィアに参加。現在は文化財保護課にて勤務し、旧中

西家住宅、旧西尾家住宅等の文化財に関わる仕事を

している。当日はそうした仕事の紹介をはじめ、学

生時代の活動と現在の活動とのつながりを紹介。ま

た未来に向けて文化財を守るにあたり、若い世代に

知ってほしいとの思いを語った。 

 
ゲスト・スピーカーの立岡さん（左）と河野准教授（右） 
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【 英語グローバル学科 】 

MEC がペットボトルキャップ回収でプラスチッ

クごみ削減とポリオ撲滅に貢献 

 
大学公認のボランティア団体 MEC（Mukogawa 

English Community）は、2006 年に結成され、主に英

語グローバル学科の学生で構成されている。今回の

活動では、3 年生を中心に、合計 3226 個のペットボ

トルキャップを回収した。 

回収したキャップは大栄環境グループを通じて大

阪府堺市の工場に送り、プラスチックパレットに再

生される。また、再生された原料の相当金額（1kg

あたり 15 円）は、JCV（世界の子どもにワクチンを

日本委員会）に寄付され、開発途上国の子供たちに

ポリオワクチンを提供する活動に使われる。このペ

ットボトルキャップ回収活動は、プラスチックごみ

の削減に貢献すると同時に、ポリオ撲滅に重要な役

割を果たしている。 

 
文化祭などでキャップ回収を実施 

 

【 教育学科 】 

地域の子どもたちに学生が算数を個別指導する

学習支援ルーム「らび」が活動 10 年目 

 
小学校の先生を目指す学生たちが、地域の小学生

に算数の個別指導をする学習支援ルーム「らび」が

活動 10 年を迎えた。教育学科の神原一之教授が「算

数の苦手な子に面白さを知ってもらおう」と、ゼミ

生たちと 2015 年後期から取り組み、これまでに延べ

約 5000 人の小学生の「算数わかった！」を引き出し

ている。10 月 25 日に 2024 年後期がスタートした。 

児童 1 人と「先生」役の学生 1 人がペアを組み、

年間 16～20 回の個別指導を行う。年度初めに児童と

保護者から学生が聞き取りを行い、神原教授の助言

を得て方針を決定し、「前年の復習から始める」「文

章題を重点的に」「ケアレスミスを減らす」など、

目標を児童とともに立てて学習を進める。 

今年度は小学 3～6 年生の児童 26 人に対し、神原

ゼミの 3、4 年生と村上ゼミ（村上加代子准教授）の

有志を合わせた計 27 人が「先生」として参加。 

学生たちは児童の学習進度や性格に合わせ、教科

書や市販のドリルのほか、手作りの補助教材等を使

って、楽しみながら学習が進むよう工夫を凝らす。 

約 1 時間の学習後は全員でレクリエーションを楽

しむ。子どもたちが帰った後は、その日の学習の進

捗状況や留意点を振り返り、共有する。 

学生の多くは小学校教諭や特別支援学校教諭を目

指しており、「らび」での活動は、学生にとっても

多様な子どもと向き合う学びの場になっている。神

原教授は「1人の子どもの勉強をじっくり見ることで

子ども理解が進み、指導力に幅が出ます。教員にな

った卒業生からは『らび』での経験が生きている、

という声が寄せられています」と話している。 

 
学生と児童は隣り合って机に座り、学習に取り組む 

 
各面に「10 分」「20 分」などと書いた手作りのサイコロで時計の

計算に取り組むペア 
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【 心理・社会福祉学部 】 

ボランティアサークル「MUKOnnect」 防災お菓

子ポシェットを通して『備え』を考える 

 
社会福祉学科の学生が立ち上げたボランティアサ

ークル「MUKOnnect」が、1月 11 日に尼崎市内の子ど

もたちと防災士の方、尼崎市社会福祉協議会の方々

と、防災お菓子ポシェット作りを行った。 

今年は、阪神淡路大震災から 30 年。いつ起きるか

予測できない自然災害について、防災士の方から話

を聞いた。 

また、防災お菓子ポシェット作りでは、過去に参

加経験のある子どもたちが、ポシェット作りの約束

である「すぐに食べないで、災害時に食べる」「賞味

期限の日を迎えてお菓子を食べられることは幸せな

こと」を覚えており、学生たちは伝えていきたいこ

と『備え』が子どもたちに伝わっていることを実感

し、活動を継続する意義を改めて考えることができ

た。 

「防災お菓子ポシェット」はお菓子を詰めたビニール製の手作りポ

シェット、1日分の非常食になる 

 
防災士の方による講義 

【 健康・スポーツ科学部 / ダンス部 】 

村越ゼミ・豊永ゼミ考案のフレイル予防動画「ほ

かほかダンス」が初披露 

 
「第 16 回介護を考える市民フォーラム in 宝塚：フ

レイル予防講演会」が 12 月 14 日、宝塚市のソリオ

ホールで行われ、健康・スポーツ科学部の村越ゼミ

（村越直子教授）・豊永ゼミ（豊永洵子講師）が考案

したフレイル予防動画「ほかほかダンス」が初披露

された。 

当日はダンスクリエイターの SAM さんが指導する

ダレデモダンスのレクチャーも行われ、参加者とと

もに本学ダンス部も友情出演し、場を盛り上げた。 

この「ほかほかダンス」は宝塚市からの依頼で、

村越ゼミの健康・スポーツ科学科 3 年、井藤真穂さ

ん、同、横畑七菜さんが振付をし、豊永ゼミの同、3

年源紗綾さんが動画編集を行った。制作過程におい

て、宝塚市医療助成課からのアドバイスや、ゼミ生

の意見も反映している。 

ダンス部とダンスクリエイターの SAM さん 

 

【 生活環境学科 】 

生活環境学科の学生が豊中市立グリーンスポー

ツセンターでカレンダーワークショップを開催 

 
豊中市の秋のスポーツフェスタ「グリスポ超

GOKIGEN!MAX」が 10 月 26 日、豊中市立スポーツセン

ターで行われ、生活環境学科伊丹研究室（伊丹康二

准教授）4年、笹井愛未さんが毎日のスポーツを応援

するカレンダーワークショップを行った。 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4904&image=1&extension=.jpg
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このワークショップは、参加者に、日常的な軽い

運動からスポーツトレーニングまで、様々なエクサ

サイズが描かれたカード30種類から7枚を選んでも

らい、曜日ごとに違うエクササイズに挑戦するカレ

ンダーを作るというもの。豊中市立スポーツセンタ

ーのコンセプト「体を動かしたくなる環境ときっか

けを提供する」に対応したもので、競技スポーツだ

けでなく、「ちょっとしたことでも運動になる」と

いうメッセージを込めている。 

子どもから大人まで 35 組 55 人が参加。人気のあ

ったカードは、1位「お風呂上りにストレッチしよ

う！」、2位「歯磨きしながらかかとを上げ下げしよ

う！」、3位「湯船に浸かって正座チャレンジ！」で、

家の中で“ゆるっと”体を動かすカードが人気だっ

た。参加者たちはいろんなキャラクターのイラスト

を楽しみながらカードを選んでいた。 

 
カードに描かれたキャラクターも笹井さんがデザインした 

 

【 情報メディア学科（社会情報学科） 

         ／ 社会福祉学科 】 

 

情報メディア学科の肥後ゼミが尼崎市と協働で

若年層向け自殺予防対策動画を制作 

 
情報メディア学科（2023 年に社会情報学部社会情

報学科に改組）肥後有紀子准教授のゼミ生 9人が、

尼崎市との協働で若年層向けの自殺予防対策動画を

制作した。動画は 8月 27 日の尼崎市長定例記者会見

で公開。記者会見にはゼミを代表し、3年生の國生実

里さんが参加した。 

このプロジェクトは、尼崎市が夏休み明けの児

童・生徒に向けた自殺対策の取り組みとして、2024

年の春から始動。プロジェクトには社会福祉学科の

大岡由佳准教授がアドバイザーとして参加。市や大

岡准教授から提供された資料やSNS上の青少年の声、

国内外の啓発動画に関する先行研究をもとに進めら

れた。市との緻密なディスカッションを重ね、約 4

か月間を掛けて動画を完成させた。 

動画は、当事者に向けた『ひとりじゃないよ』と、

周囲の人に向けた『あなたの勇気を待っている人が

います』の 2本。感情移入がしやすいようにアニメ

ーション動画に挑戦し、ナレーションには放送部や

演劇部の学生が参加している。 

 國生さんは「コンセプトやストーリーづくりのアイ

デアを考えるときに、方向性がなかなか定まりません

でしたが、尼崎市の担当の方から多くの情報を頂いて

から一気に定まりました。視聴者の共感を得られるよ

う、ビジュアルやテンポの細部にこだわりました」と

話した。完成した動画は今後、関連する地域イベント

でも活用される予定だ。 

 
肥後ゼミ 3年生國生実里さんと尼崎市 松本市長 

  
制作動画『あなたの勇気を待っている人がいます』 

学部連携 

 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4835&image=2&extension=.jpg
https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4783&image=1&extension=.jpg
https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4783&image=5&extension=.jpg
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【 食物栄養学科 】 

1 年生が西宮市の廃棄物処理場・下水処理場で

見学実習を実施 

 
食物栄養学科の全 1年生が 9 月 12、13 日、西宮市

の西部総合処理センター・甲子園浜浄化センターで

見学実習を行った。 

管理栄養士の必須科目である公衆衛生学実習の一

環として、ごみ処理や下水処理の方法を理解するこ

とを目的としている。コロナ禍の影響で一時、中止

していたが、西宮市の協力を得て昨年度から復活。

学生たちは家庭などから出た汚れた水をきれいにし

て海や川へ流す仕組みを知り、生活の中でごみや汚

水をいかに減らすかを考えることが環境保全につな

がることを学んだ。 

西部総合処理センター（廃棄物処理場）では、西

宮市の燃えるゴミ、不燃物、ペットポトル、缶など

がどのように処理されるかを学んだ。燃えるごみの

場合、焼却され、その灰が埋め立てに使用されたり、

缶は手選別で処理されたり、リサイクルできる家具

や自転車などは市民に無償提供されたりしている。

また、ごみを燃やす際のエネルギーは、廃棄物処理

場の運転に使用され、余ったエネルギーは電力会社

へ販売されている。 

甲子園浜浄化センター（下水処理場）では、雨水

処理、下水処理の詳細について、映像を使って説明

を受けた後、好気性細菌を使った汚水の分解処理、

最終的にきれいになった下水処理水がどのように川

まで放流されるかの一連の過程を見学した。 

 
甲子園浜浄化センターでの見学実習の様子 

 

【 食創造科学科 】 

関西スーパーマーケット×明治関西支社×武庫

川女子大学の産学連携企画を実施 

 
関西スーパーマーケット、明治関西支社、武庫川

女子大学の産学連携コラボで、食創造科学科 4 年の

学生たちが関西スーパー鳴尾店で、明治の乳製品を

使ったレシピの試食配布を行った。 

本学と関西スーパーマーケット、明治関西支社と

の産学連携の取り組みは、食産業に関する企業、生

産・研究の現場を見学したり体験したりして、さま

ざまな職業や職種を理解し、キャリア意識を形成す

ること、また、産学連携によって学生が実践力を身

につけ、市民の健康へ貢献することを目的に、2023

年度から始めた。 

関西スーパー鳴尾店でのレシピの試食配布は、10

月 22 日から 11 月 1 日のうち 5 日間行われ、学生た

ちが自ら考案したレシピを調理してお客に直接、ふ

るまった。 

考案したレシピは、いずれも明治の牛乳やチーズ

を使用した「たっぷり秋野菜ときのこのチーズタッ

カルビ」、「かぼちゃのグラタン」、「おばけチー

ズミートドリア」、「さつまいもチーズガレット」、

「チーズロールキャベツのトマト煮」「鮭の洋風ちゃ

んちゃん焼き」、「さつまいもと舞茸のチーズ焼き」

「アボカドとサーモンのグラタン」。 

参加した学生たちは「レシピを考えるだけでなく、

直接、お客さまの反応を見ることができて、とても

ためになり良かった」と話していた。 

 
「たっぷり秋野菜ときのこのチーズタッカルビ」試食配付の様子 

 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4788&image=4&extension=.jpg
https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4842&image=1&extension=.png
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【 建築学部 】 

バフチェシヒル大学でアンタキヤの歴史的都市

景観の復興を考えるシンポジウムを共同開催 

 
トルコの歴史都市アンタキヤの町並み復興に取り

組んでいる建築学部が 11 月 7 日、トルコ・バフチェ

シヒル大学でシンポジウム「アンタキヤの歴史的都

市景観の復興」を日本の文化庁や同大学と共同で開

催。2024 年 3 月に示した“復興に向けた 9 つの提案”

に基づくプロジェクトの成果を発表した。 

建築学部は学生の交換留学や過去の災害における

調査・支援等でトルコとのつながりが深く、2023 年

2 月のトルコ地震では、発生直後から教員が被災地に

入り、調査や復興に向けた提言を行ってきた。令和 5

年度緊急的文化遺産保護国際貢献事業（専門家交流）

「トルコ共和国における歴史的市街地の復興に関す

る国際貢献事業」を文化庁から受託し、その一環と

して2024年 3月に甲子園会館で開催した公開セミナ

ーでは、復興に向けた 9つの案を提言。さらに同 4

月、令和 6年度文化遺産保護国際貢献事業（文化遺

産国際協力拠点交流事業）「トルコ共和国における

歴史的市街地の復興に関する拠点交流事業」を文化

庁から受託し、バフチェシヒル大学とともにアンタ

キヤ旧市街の復興都市デザインを提案する拠点交流

プロジェクトに取り組んでいる。これまでにアンタ

キヤで両大学の教員らが現地調査ワークショップを

実施したほか、9月には本学で「復興都市デザインス

タジオ」と称し、アンタキヤ旧市街の模型を作成し、

復興都市デザインを考えた。 

今回のシンポジウムはこうした一連の取り組みの

成果発表として開催した。会場には約50人が参加し、

在イスタンブール日本国総領事館の笠原謙一総領事

も駆けつけた。冒頭、バフチェシヒル大学建築デザ

イン学部のムラツ・ドゥンダル教授が挨拶に立ち、2

大学間のこれまでの交流について紹介した。続いて

武庫川女子大学建築学部の柳沢和彦教授がプロジェ

クトの経緯について総括した。 

バフチェシヒル大学のシネム・キュルトゥル准教

授は、アンタキヤの住民に対するアンケートで 434

人の回答があり、うち 98％が復興に向けた 9つの案

を評価していることを明らかにした。また、「復興

都市デザインスタジオ」に参加し、アンタキヤ旧市

街の復興都市デザインの提案に携わったこと、世界

の最先端をいく日本の地震関連実験施設を視察した

ことを報告した。 

さらに、武庫川女子大学の山本親教授、鳥巣茂樹

教授が、「復興都市デザインスタジオ」で作成した

アンタキヤ旧市街の復興都市デザインを発表した。

山本教授は建築設計の立場から、復興に向けた 9 つ

の提案に基づいて作成されたアンタキヤ旧市街の復

興都市デザインの動画を披露。鳥巣教授は建築構造

設計の立場から、アンタキヤの都市景観の復興に欠

かせない住宅の耐震化の提案を行った。 

 
ムラツ・ドゥンダル教授 開会挨拶 

 
柳沢教授 これまでの経緯について説明 

 

【 音楽学部 】 

浜甲カンタービレが浜甲子園団地自治会主催の

文化祭に出演 

 
10 月 27 日に開催された浜甲子園団地自治会主催

の文化祭に浜甲カンタービレの 14名の学生が出演し、

ミュージカルナンバーを披露した。 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4848&image=2&extension=.png
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大学の文化祭で上演した 2 年生ミュージカルから

の曲目もあり、華麗に歌い踊った。会場はお客様か

らの手拍子もあり、大いに盛り上がった。 

 
浜甲団地文化祭でのステージ 

 
音楽学部の学生有志によるボランティア団体「浜甲カンタービレ」 

 

【 応用音楽学科 】 

「音楽活用実習」を受講している応用音楽学科 4

年生が洲本市でイベントを運営 

 
12 月 22 日、「音楽活用実習」受講生が後期に取り

組んだイベント「MuKoJo の音活 at S BRICK」が淡路

島洲本市の S BRICK で開催された。 

当日は寒い中多くの来場があり、洲本吹奏楽団や

スーパーキッズ・オーケストラをはじめとした演奏

を楽しまれた。このほか、クリスマスマーケットや

ワークショップ（洲本実業高校書道部による書道体

験）も実施した。 

前期のイベントを経て後期から計画を進め、洲本

市や洲本市教育委員会をはじめ、多くの方のご支援

やアドバイスを受けて準備し、現場での得難い経験

と学びを得た 1 日となった。 

 
当日は受付やイベントの司会を務めた 

スーパーキッズ・オーケストラによる演奏 

 

【 薬学科 】 

附属保育園で学生たちが 5 歳児に「カニさん手

洗い」を指導 

 

衛生的手洗い教材の開発に取り組む薬学科臨床製

剤学研究室（吉田都教授）のゼミ生 7 人が 1 月 17

日、武庫川女子大学附属保育園でオリジナルの「カ

ニさん手洗い」を指導した。 

「カニさん手洗い」は同研究室が開発し、11 月に日

本医療薬学会で発表したオリジナルの手洗い教材。

両手をカニに見立て、カニが体を洗うイメージで、

歌を歌いながら指先や指の間まで洗い上げる。 

保育園での実践指導は昨年 10 月以来、2 度目。今

回は 5 歳児 20 人に被験者になってもらい、「手洗い

前」と「手洗い後」の汚れの付着を写真に撮って手

洗い効果を確認するなど、データ収集も行った。 

園児たちは、手洗いクリームの入ったコップに好

きな色素を加えてかき混ぜる。これを両手首までし

https://www.mukogawa-u.ac.jp/~music/pickup/images/pickup124-03.jpg
https://www.mukogawa-u.ac.jp/~music/pickup/images/pickup124-05.jpg
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っかり伸ばし、「カニさん手洗い」で洗い流す。 

「カニさん手洗い」は「みぎてだして、ひだりてだ

して、かにさんこんにちは、せっけんあわあわ、お

なかをすりすり」と全体を洗ったあと、「お父さんく

るくる、お母さんくるくる」と指 1 本 1 本を洗う。 

学生たちは子どもたちが進むルートを机で作り、

着衣、色素混合、撮影、手洗いなど、ポイントごと

に担当を配属。子どもたちが保育室に入ってくると、

間隔をあけて 2 人ずつ呼び込み、白衣を着たり、好

きな色素を加えたりするのを手伝った。 

吉田教授は「薬剤師は薬の知識だけでなく、それ

を患者さんに伝えるコミュニケーション能力も大切

なので、園での実践は貴重な経験。子どもたちも協

力的で楽しくできました」と話していた。 

カニさん手洗いを実践する園児 

手洗いクリームと色素を混ぜたら、手に塗り「汚れ」に見立てる 

 

【 健康生命薬科学科 】 

紫外線について楽しく学ぶイベント「色がかわ

るふしぎなスライムを作ろう！」を開催 

 
健康生命薬科学科皮膚生理学研究室（仁木洋子准

教授）の学生たちが紫外線について楽しく学ぶイベ

ント「色がかわるふしぎなスライムを作ろう！」を 8

月 6日、ららぽーと甲子園で開催し、64 人の子ども

たちが参加した。 

このイベントは幼稚園・小学生対象に、MUKOJO ミ

ライ☆ラボとして開催している。スライムを使って

紫外線について楽しく学ぶイベントで、紫外線の皮

膚・毛髪への影響を研究している皮膚生理学研究室

の仁木准教授が紫外線のメリット・デメリットを伝

えながら、遊びを通して子どもたちに理科に興味を

持ってもらおうと、毎年夏休みに行っている。 

学生たちは太陽の光に含まれる紫外線は、当たり

すぎると皮膚のダメージにつながったり目を傷めた

りするデメリットがある一方、骨を丈夫にするメリ

ットもあることを紙芝居で紹介。その後、子どもた

ちと一緒に水のりとホウ砂を混ぜてスライムを作り、

UV ライトを当てることによって色が出てくる絵の具

を混ぜた。子どもたちはライトの紫外線で紫色に変

化するスライムに大喜び。「すごい！」「外でもう 1

回遊びたい」などの声が上がっていた。 

今回のイベントに参加した皮膚生理学研究室の健

康生命薬科学科 4年、松田梨沙さんは「子どもたち

がいっぱい来てくれてよかったです。今回のイベン

トをきっかけに、興味を持ってもらえたらうれしい

です」と話した。 

学生の紙芝居で紫外線について学ぶ子供たち

UV ライトを当てたスライム 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4918&image=1&extension=.jpg
https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4918&image=7&extension=.jpg
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【 看護学科 】 

『まちの保健室』に多くの地域の人たちが参加 

 
 看護学科が『まちの保健室』を 8 月 7日、ららぽ

ーと甲子園で開催し、多くの地域の人たちが参加し

た。 

『まちの保健室』は心や身体に関する気がかりや不

調などを看護職に気軽に相談できる場として全国各

地で行われている。本学では西宮市に住む人々に健

康について考えるきっかけになることや学生の看護

に関する視点を幅広くすることを目的に毎年 2回、

兵庫県看護協会と連携して実施している。 

7 日は看護学科の学生、大学院生、教員、西宮市の

保健師、西宮市薬剤師会の薬剤師の 34 人が参加。5

年ぶりに学生ボランティアも参加した。当日は専用

の機械を使って血管年齢や骨の健康度、血圧を測定。

その後、その結果をもとに自身の健康上の気になる

ことを話し、看護師や保健師の資格を持つ教員が会

話を重ねながらアドバイスした。学生たちは受付や

測定の補助などを担当。希望者には普段飲んでいる

薬などの悩みについて聞くことができる『お薬相談』

も行った。 

 
血圧測定をサポートする学生 

 
『お薬相談』も実施 

 

【 経営学科 】 

高橋ゼミが関西コレクション会場でフェムテッ

ク啓発活動を実施 

 
経営学科高橋千枝子教授のゼミが、3月 2 日、京セ

ラドーム大阪で開催されたファッションイベント

「KANSAI COLLECTION」で、フェムテック先進企業 5

社とコラボレーションした、Z世代女子対象のフェム

ケア啓発活動を行った。この活動は大塚製薬株式会

社、オカモト株式会社、花王株式会社、株式会社明

治、株式会社ワコールの 5社と協働し、Z 世代女子の

ためのフェムテック・フェムケア啓発プロジェクト

「♯GIRLS HEALTH～女の子の毎日をもっと Happy に！

～」として実施したもの。高橋ゼミでは Z 世代女子

の心と身体の悩みのアンケート分析や、参画企業か

らの女性の健康管理に関するレクチャーを受講し、

情報発信などに取り組んできた。 

ゼミ生たちはフェムテック・フェムケアの啓発冊

子『フェムケアブック』を作成。参画企業のリーフ

レットやサンプルとともに「フェムケア啓発セット」

として、会場入口で先着 15,000 人に配布した。 

特設ブースは高橋ゼミと参画企業 5 社を一列につ

なげ、来場者が全ブースを回れるように工夫を凝ら

した。誘導路にゼミ生が作成した啓発ポスターを掲

示したり、全ブース回った参加者はプレゼント抽選

ができるようにしたりした。 

高橋ゼミのブースでは女性の健康年表や、本学女

性教員による啓発ポスター、ゼミ紹介ポスターなど

を掲示。各参画企業はパネル・動画などで情報発信、

フェムケア商品の紹介やサンプリングを行った。 

 
「♯GIRLS HEALTH～女の子の毎日をもっと Happy に！～」ブース 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4957&image=2&extension=.jpg
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ソフトバンクとの産学連携プロジェクト「ふる

さと納税返礼品作成による地方創生事業」で、

学生たちが開発した返礼品のお披露目会を開催 

 
ソフトバンク株式会社（以下「ソフトバンク」）

との産学連携プロジェクト「ふるさと納税返礼品作

成による地方創生事業」で、経営学科の学生が商品

開発に取り組んできたふるさと納税返礼品が完成し、

12 月 3 日、「3 自治体（三重県多気町、和歌山県み

なべ町、北海道北広島市）ふるさと納税返礼品開発

お披露目会」が開かれた。12 日には、ソフトバンク

本社で開催された「ソフトバンク社会貢献プログラ

ム産学連携プロジェクト」のシナジーミーティング

で学生たちが成果発表を行った。 

学生たちは、ソフトバンクからサステナビリティ

や生成 AI の活用について学び、ふるさと納税返礼品

に力を入れている三重県多気町などでフィールドワ

ークを行って商品開発に取り組み、地元の自治体、

高校、企業と連携して、返礼品の完成（製品化）を

目指した。多気町には提案の中から、3種類 7品目の

返礼品が採用された。 

学生たちは、地域のフィールドワークを行う中で、

地域の課題を見つけた。多気町で特産の次郎柿の収

穫体験を提案した経営学科3年の新井紫夕さんは「多

気町で名産品を調べる際、特産の次郎柿の収穫シー

ズンは収穫する人手が足りず深刻な問題になってい

ること知り、収穫体験という『体験型』の返礼品を

提案した」と話した。 

 
次郎柿など 3自治体の特産品やこれまでの活動内容を展示 

 

 

 

ソフトバンクHPにも掲載されました！（2025-03-05） 

以下転載

（ https://www.softbank.jp/sbnews/entry/2025030

5_01?page=02#05 ） 

【武庫川女子大学】生成 AI を活用したふるさと

納税返礼品の商品開発 

兵庫県西宮市にある武庫川女子大学とソフトバン

クは、地元の自治体や企業、高校と連携してふるさ

と納税の返礼品を開発しました。ソフトバンク社員

からサステナビリティや生成AIの活用について学ん

だ後、ふるさと納税返礼品に力を入れている地域の

特産品から新しい返礼品を考案。生成 AI を使って自

治体向けの提案資料や返礼品の魅力を伝えるパンフ

レットを作成しました。また各自治体の担当者から

話を聞いたり実際に現地に足を運ぶことで、地域の

ニーズに応じた商品の開発を進めました。 

三重県多気町の特産物である「次郎柿」を収穫で

きる体験型の返礼品など、3 種類 7品目の返礼品が採

用されました。 

 

 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4871&image=1&extension=.jpg
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【 共通教育部 】 

石井としろう西宮市長が共通教育科目の授業で

講演 

 
共通教育科目「まちづくりと地方自治の役割」の

授業が 10 月 28 日、中央キャンパスで行われ、西宮

市の石井としろう市長が講演した。 

石井市長は講演で、大阪と神戸の中間に位置し、

文教住宅都市として発展してきた西宮市の歴史をた

どった。コンビナート誘致に反対した住民運動によ

って豊かな自然環境が守られたことや、阪神・淡路

大震災からの復興の経緯、住民による地域の約束「共

助」の重要性を講演した。また、甲子園球場を活用

した小学校・中学校の連合体育大会や「二十歳のつ

どい」（旧成人式）など西宮市独自の行事が行われて

いることを紹介し、西宮のまちの魅力を語った。 

西宮市は来年、市制 100 周年を迎えるのを前に、

財政構造改善を進めながら、県市統合病院（仮称）

西宮総合医療センターやJR西宮駅南西地区第一種市

街地再開発事業などの大きな公共投資にも挑戦して

いる。石井市長は、「憩いと安住のまちづくりを目指

し、持続可能な文教住宅都市としての取り組みを進

めています」と、未来への展望についても話した。 

受講した約 160 人の学生たちからは「住民の暮ら

しやまちづくりを支える市役所の役割への理解が深

まりました」、「西宮市の魅力さらに知ることができ

ました」、「私もまちづくりの担い手になりたいと思

いました」などの感想が寄せられた。 

 
講演する石井市長 

 

 

【 学友会 】 

甲子園キッズフェスタに空手道部、新体操部、

ダンス部、バトン・チアリーディング部が参加 

 
阪神甲子園球場やその周辺（甲子園駅前広場、三

井ショッピングパークららぽーと甲子園など）で「甲

子園キッズフェスタ～2024 Vol.2～」（主催：阪神甲

子園球場、共催：スポーツを核とした甲子園エリア

活性化推進協議会、阪急阪神ホールディングス株式

会社）が 9月 21 日に開催され、学友会運動部の空手

道部、新体操部、ダンス部、バトン・チアリーディ

ング部 4 団体が参加し、阪神甲子園球場に集まった

子どもたちのイベントを盛り上げた。 

当日はイベント全体で約13,000人の来場者があり、

ダンス部とバトン・チアリーディング部は、阪神甲

子園球場とららぽーと甲子園の特設ステージでパフ

ォーマンスを披露。ダンス部は来場した子どもたち

へのダンスレッスンも行った。 

空手道部と新体操部は、甲子園駅前広場で、西宮

スポーツセンターと共催でミニ体験教室を開催。子

供たちに空手、新体操をレクチャーした。すべての

回で定員がいっぱいになるほどの人気で、部員の学

生は笑顔で子どもたちに接しながら各競技の面白さ

を伝えた。 

本学は「スポーツを核とした甲子園エリア活性化

推進協議会」の構成員として、甲子園エリアの交流

人口増加と地域活性化を目的に、スポーツやアウト

ドアを楽しめる環境整備やスポーツの活性化に産官

と連携して取り組んでいる。 

空手道部のミニ体験教室 
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【 リカレント教育センター 】 

新たに 2つの 3者協定を締結。キャリア支援事

業おける金融機関との提携は 3行に 

 
武庫川女子大学は 2023 年 4 月、西宮北口キャンパ

スにリカレント教育センターを設置し、リカレント

教育プログラム「MUKOnoa＋（ムコノアプラス）」を

開講。社会人向けに、リスキリングプログラムやキ

ャリア支援を提供している。 

今回、キャリアアップや多様化するキャリア志向

に対し、求人ニーズの質および量をともに充実させ、

より多くの人材マッチングを実現させるため、10 月

23 日に武庫川女子大学、株式会社ワークアカデミー、

株式会社池田泉州銀行は「リカレント教育に伴うキ

ャリア支援事業における 3者協定」を締結、さらに

12 月 1日付で、武庫川女子大学、株式会社ワークア

カデミー、株式会社みなと銀行が同様の 3 者協定を

締結した。 

池田泉州銀行は、地域有数の金融機関として取引

先企業との強固なネットワークを有し、また、いち

早く人材紹介事業に本格参入している。経営幹部・

管理職人材、グローバル人材に強みを持つ池田泉州

銀行と、次代を担う若年層に強みを持つ「MUKOnoa+」

の連携は、今後、より幅広い中堅・中小企業の人材

ニーズに応えていくことが可能になると考えている。 

みなと銀行は、すでに 3者協定を締結しているり

そな銀行のグループ企業であり、兵庫県内でトップ

レベルのメインバンクシェアを有し、県内における

幅広いネットワークを維持している。今回の連携で

は、大学が所在する兵庫県の求人企業と相談者の人

材マッチングに注力するとともに、企業ならびに地

域経済の活性化に貢献することが期待される。 

 

【 女性活躍総合研究所 】 

第 5回「国際女性デーMUKOJO フォーラム」開催 

 
第 5回「国際女性デーMUKOJO フォーラム」（女性活

躍総合研究所主催）が 3月 8 日に開催された。 

第 1部では、本学の郡千寿子先生（副学長・文学

研究科長・文学部長）が「日本語の歴史から見た女

性活躍」と題して、基調講演を行った。 

前半では、自身の過去の経験と学びについて、後

半は専門の研究である言語学、日本語学の観点から、

日本語の文字の成り立ちや、漢字（男性文字）とひ

らがな（女性文字）が融合し、それぞれの働きを生

かしあっている日本語表記体系は理想的な形である

ことを現代の男女共同参画時代と重ねて語った。 

第 2部では、「つかみたい未来―わたし（たち）の

キャリアデザイン―」をテーマに募集したエッセイ

の中から、入賞者 3人が登壇。スピーチで最終審査

に臨み、最優秀賞に大学院日本語日本文学専攻の白

木由美香さんが選ばれた。 

受賞者と作品タイトルは次のとおり。 

・奈良女子大学文学部 田邊瑶子さん（優秀賞） 

「低め安定、あるいは低空飛行。もしかすると、一寸

先の未来図。」 

・武庫川女子大学附属中学校 岩浅乃唯さん（優秀賞） 

「私の道」 

・武庫川女子大学大学院文学部研究科日本語日本文

学専攻 白木由美香さん（最優秀賞） 

「エンプティ・ネスタ―のキャリアデザイン」 

 
受賞者 3名と集合写真

 
第 1部郡副学長による基調講演 
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【 学院 】 

・「ドナルド・マクドナルド・ハウス」を支援す

るため、包括連携協定を締結 

 

武庫川女子大学は、病気療養で入院や通院をする

子どもに付き添う家族の滞在施設「ドナルド・マク

ドナルド・ハウス」を全国で展開する「公益財団法

人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティー

ズ・ジャパン」、兵庫県でマクドナルド店舗を展開

する「日本マクドナルド株式会社フランチャイジ

ー 有限会社ステイブル」との間で包括連携協定を締

結することとなり、10 月 8日、締結式を行った。協

定締結により、「ドナルド・マクドナルド・ハウス」

を通じた病気の子どもとその家族の支援をはじめ、

様々な課題解決を担える人材の育成、研究力の向上

や地域貢献を 3 者が連携して目指す。 

本学では経営学科が、2022 年度からマクドナルド

と「サステナビリティ人材育成」のための産学連携

プロジェクトに取り組んでいる。今年度から兵庫県

で唯一の「ドナルド・マクドナルド・ハウス 神戸

（神戸ハウス）」への支援を視野に、関係者から講義

を受けるとともに、「神戸ハウス」の見学、マクド

ナルド店舗での研修等に学生が参加。附属高校の生

徒や近隣の高校にもプロジェクト参加の動きが広が

っており、全学的な取り組みに発展させようと、今

回の協定締結に至った。 

10 月 20 日を中心に全国のマクドナルド店舗で行

われるチャリティイベント「青いマックの日」には、

学生たちも参加し、募金を呼びかける。 

 
左から瀬口学長、公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・

チャリティーズ・ジャパンの岩中督理事長、日本マクドナルド株

式会社フランチャイジー 有限会社ステイブルの田中久則代表取

締役 

 

・チャリティイベント「青いマックの日」に学

生たちがボランティアで参加 

 
「ドナルド・マクドナルド・ハウス」を支援するチ

ャリティイベント「青いマックの日」が 10 月 20 日

を中心に全国のマクドナルド店舗で行われ、経営学

科の学生や附属高校生らがボランティアで店頭に立

ち、募金を呼びかけた。  

協定締結後、初の「青いマックの日」となったこ

の日、学生たちは阪神間の約 30 店舗に分かれてチャ

リティ活動に従事した。 

尼崎市のつかしん店では、経営学科の学生たちが、

青いジャンパー姿で店頭やイベント広場に立ち、募

金を呼び掛けた。店舗周辺には、関連イベントの人

気も相まって家族連れが次々と訪れ、学生たちは笑

顔で募金を受け取ったり、青い風船を子どもたちに

プレゼントしたりしていた。 

経営学科 1年の浅井心咲さんは「小さい子どもた

ちと触れ合えて新鮮でした。誰かのためになってい

ると思うとうれしく、参加して良かったと思いまし

た」と話していた。 

 
つかしん店イベント広場での募金活動 

 
ドナルド・マクドナルドのイベント 

高大連携 

 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4808&image=1&extension=.jpg
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・鳴尾ふれあいイベントがハロウィンシーズン

の 10 月末、賑やかに開催 

 
地域と武庫川女子大学、企業とがつながって地域

活性化を目指すイベント「鳴尾ふれあいイベント

2024」（鳴尾エリアマネジメント連絡会主催）が 10

月 27 日、阪神電車「鳴尾・武庫川女子大前」駅前ひ

ろばを中心に開催され、多くの人でにぎわった。 

企画・運営を担う学生実行委員会は本学の学生を

中心に、関西学院大学、園田学園女子大学、大手前

大学、和歌山大学の学生たちとともに構成し、学生

主体のイベントとして定着してきた。学校法人武庫

川学院、阪神電気鉄道株式会社、㈱ライフイノベー

ション、㈱ライフ、㈱みなと銀行、㈱阪神ステーシ

ョンネットが運営をサポートしている。 

駅前ひろばでは、放送部の司会により、書道部や

ダンス部のパフォーマンス、吹奏楽やバンドのライ

ブ演奏のほか、ハロウィンにちなんだ仮装イベント

も行われた。また、武庫女ステーションキャンパス

では、ゲームやウォールアートを楽しむ「わくわく‼

ハロウィンチャレンジ」に幼稚園児から中学生まで

の子どもたちが参加。地域を巡るガイドツアー「知

って楽しもう鳴尾！」では、本学の手工芸部体験や、

鳴尾八幡神社でお参りの作法や歴史を知る企画が人

気を集め、食物栄養学科の教員や学生が栄養バラン

スをチェックし、食事のアドバイスを行う「サッと！

楽しく栄養チェック」では、親子連れなどが楽しみ

ながら栄養について学んだ。 

 
「わくわく‼ハロウィンチャレンジ」会場の様子 

・「第 2回武庫女ビジネスコンテスト」を開催 

 
「第 2 回武庫女ビジネスコンテスト」（社会連携推

進センター主催、女性活躍総合研究所共催）の提案

者発表・最終審査・表彰式が 11 月 16 日に実施され、

食創造科学科 1 年和佐歩乃歌さんと二岡美紅さんの

提案「OshiHub ～あなたの推し活をもっと楽しく、

安全に～」が優秀賞を、情報メディア学科 3 年西山

凜さんと徳山華菜さんの提案『デジタルサポート事

業「ぽけっとケア」』が SOAR 賞を受賞した。 

このコンテストは学生の起業マインドを育み、学

生が持つ能力やスキルを生かして起業を喚起しよう

と実施している。今回のテーマは「自分のわがまま

をビジネスにする」。優秀賞の「OshiHub ～あなた

の推し活をもっと楽しく、安全に～」は、好きなア

イドルやアーティストなど様々な「推し」と交流す

るために、安全に推し仲間を見つけられるコミュニ

ティアプリ「OshiHub」の開発を企画。段階的なビジ

ネスの成長を想定したアプリ機能の提案を行った。 

審査は本学教員の他、外部審査員として卒業生、

阪神電気鉄道株式会社、株式会社みなと銀行が加わ

って行われた。審査員の1人で、椅子張り工房「Revery 

Chair」を起業する新子真希さん（生活環境学科 2007

年卒業）は、「学生時代からビジネスマインドを育

てるという思いに共感しました。私自身も今回のテ

ーマである『わがまま』を『熱意』に代えて、やり

たいことを選択して起業しました。資金の調達など

現実的な問題で揺れ動くこともありますが、皆さん

も熱意を持ってやりたいことに励んでいってくださ

い」と学生たちを激励した。 

 
優秀賞を受賞した「OshiHub」の提案プレゼンテーション 

学部連携 

 

大学間連携 

 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4853&image=3&extension=.jpg
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・武庫川女子大学×日清シスコ 未来プロジェク

トメンバーが、食育イベントを開催 

 
武庫川女子大学×日清シスコ 未来プロジェクト

メンバーが、幼稚園児と保護者を対象に食育イベン

トを開催した。 

今回の食育イベントは、「幼稚園児が、『食』に興

味を持つきっかけに～“食べる”って楽しいし、大

切なこと。～」をコンセプトに企画。「自分だけのま

ぜませシリアルを作ろう！」と題し、園児たちが自

分で用意し、自ら進んで食べる体験ができるように、

準備や工夫を重ねた。 

イベントでは、シリアルや朝ごはんの大切さにつ

いて学ぶクイズを実施。その後、9 種類のシリアルの

中から好きな味のシリアルを 4 種類まで選んで、楽

しそうに混ぜる園児の姿が多くみられた。混ぜたシ

リアルに牛乳を注いで食べると「美味しい！」の声

が飛び交った。 

 プロジェクトに参加した食物栄養学科 3 年の山本

玲生さんは、「参加するまでは緊張しましたが、子ど

もたちが「ありがとう」と言ってくれて感動しまし

た。次回もぜひ参加したいです」と語った。 

  
自分で好きな味のシリアルを選ぶ園児 

 
シスコーン坊やも登場 

・「阪神・淡路大震災 30 年 防災シンポジウム

～災害を乗り越えていくために～」を西宮市と

武庫川学院の共催により開催 

 
阪神・淡路大震災から 30 年の節目に、改めて災害

から学び、災害に備えようと「阪神・淡路大震災 30

年 防災シンポジウム～災害を乗り越えていくため

に～」（主催：西宮市、武庫川学院 共催：鳴尾連

合自治会、日本災害医療薬剤師学会）が 2 月 8日、

武庫川女子大学で開催され、約 300 人が参加した。 

開会に先立ち、音楽学部の学生が「しあわせ運べ

るように」などを合唱。西宮市の石井登志郎市長が

「30 年は長いようで昨日のことのように思われる。震

災の教訓を学び合いながら私たち自身が防災、減災

の心合わせをする機会にしたい」、瀬口和義学長が

「30 年が経過し、震災の体験と教訓を伝えていく責任

を感じている。防災意識を高めたい」と挨拶した。 

第 1部では、兵庫県元知事で公益財団法人ひょう

ご震災記念21世紀研究機構特別顧問の井戸敏三さん

と京都大学防災研究所の矢守克也副所長が基調講演。

井戸さんは震災の翌年に県副知事に就任し、後に県

知事として震災復興に尽力した。「創造的復興」と

いう目標を県民と共有し、10 年先の復興計画を作り

上げ、実践したことや、東日本大震災の被災地に、

カウンターパート方式で支援を行ったことを振り返

り、南海トラフ地震への備えとして「復興計画や支

援の受け方を事前に想定しておくことが重要」と呼

び掛けた。 

矢守副所長は「安心して逃げることができる社会

を作る」と題し、避難訓練について提言。通常の避

難訓練は、いわゆる避難行動要支援者や働き盛りの

人が参加しづらいなどやり方に問題があると指摘し、

高知県の四万十町や京都府福知山市観音寺地区での

新たな取り組みを挙げながら、「訓練へのハードル

を下げることを考えるべき」と提言した。 

第 2部では、石井市長がコーディネーターとなっ

て、パネルディスカッション「自主的な避難生活の

心得」を行った。日本トイレ研究所代表の加藤篤さ

んは「避難所のトイレ問題」について様々な課題を

挙げ「まずは携帯トイレを人数×5回×3日分用意し
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て」と呼び掛け、日本災害救援ボランティアネット

ワーク元研究班の八ツ塚としえさんは阪神・淡路大

震災でモデル避難所と称された西宮市立安井小学校

で主に体育振興会のメンバーが避難所運営に当たっ

たことを振り返り、「日ごろから楽しみながら地域

の人と地域を知る活動が結果的に防災につながる」

と語った。 

武庫川女子大学薬学部の大川恭子教授は日本災害

医療薬剤師学会副会長の立場から「中学校や高校に

配置されている学校薬剤師は学校のことをよく知る

存在。平時から自助としての準備が大切」、元西宮

市消防局長で、震災当時は部長だった鳴尾連合自治

会長の川崎洋光さんは消防団と連携して救助や消火

にあたった緊迫の状況を振り返り、コミュニティー

の大切さを訴えた。 

講堂ロビーでは薬学部の学生によるハンドマッサ

ージや非常食・防災食、段ボールベッド、簡易トイ

レなど、様々な防災グッズの紹介が行われた。 

第 2 部パネルディスカッションの様子 

 

・第 9 回研究成果の社会還元促進に関する発表

会を開催 

 
本学の研究成果を広く発信し、実活用につなげる

「研究成果の社会還元促進に関する発表会」（社会連

携推進センター主催、研究推進センター共催）が 2

月 10 日、公江記念館大講義室で開催され、教員・研

究員延べ 10 人が発表した。 

学内外から対面・オンライン合わせて 60 人が参加。

発表会後の異文化交流カフェ（女性活躍総合研究所

主催）では、教員の研究に質問が相次ぎ、本学の研

究力への期待の高さが感じられた。 

発表者と発表内容は下記のとおり。 

◆経営学科 藤井善仁助教 

「地域の復興プロセスにおけるジェンダー・ギャップ

の実態調査」 

◆英語グローバル学科 田中真由美教授 

「CLIL を活用した工学系英語教育に関する研究成果

の社会還元」 

◆薬学科 堀山志朱代講師 

「アルド・ケト還元酵素標的治療薬の迅速かつ確実な

スクリーニング開発」 

◆日本語日本文学科 設樂馨准教授 

「子ども食堂の交流拠点機能」 

◆英語グローバル学科 三宅弘晃准教授 

「ビジネス英語教育モデルの構築-自学自習の実態と

方法の検討-」 

◆研究推進センター 辻和成研究員（名誉教授） 

「組織の英語ニーズに基づくビジネス英語教材の開

発と実践例」 

◆社会連携推進センター 大坪明特任教授 

「コロナ明け直後の武庫川団地住民の社会的孤立に

関する考察」 

◆看護学科 藤田優一教授 

「こどもの入院時の付き添いに関する実態調査」 

◆英語グローバル学科 三宅弘晃准教授 

「関西の女子大学 2024 年度シラバスに見られる

HIV/AIDS 教育の現状」 

◆生活環境学科 澤渡千枝教授 

「バクテリアセルロースの物性改良による生活素材

化の提案」 

 
発表会の様子 

 

https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4930&image=1&extension=.jpg
https://info.mukogawa-u.ac.jp/publicity/newsdownload?id=4931&image=1&extension=.jpg
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・「第 7回武庫女スマイルフェス」をららぽーと

甲子園で開催 

 
学生たちがワークショップや展示で日ごろの取り

組みの成果を発信する「第 7 回武庫女スマイルフェ

ス」（武庫川女子大学主催、三井不動産株式会社協

賛）を 2 月 15 日～16 日、ららぽーと甲子園で開催。

今年はゼミやボランティア団体など10団体が参加し、

ブースを開設した。 

1 階では、ブラウンライスボランティアが国連 WFP

と連携して世界の食糧支援に取り組む活動をパネル

で紹介するとともに、そろいのオレンジ色の Tシャ

ツ姿で募金を呼びかけた。また、社会情報学科（※）

2 年の大森プレゼミと平井クラスがワークショップ

を開催。大森プレゼミのお菓子を使ったオリジナル

ブーケづくりでは、子どもたちがミニサイズの袋菓

子 6袋を選び、茎に見立てたストローに貼り付けて

花束を作った。また、大阪・関西万博で実施予定の

「お菓子のおみくじ」も同時開催。親子連れが大吉な

らぬ「大甘」「大辛」などと書かれたおみくじを引

いて楽しんだ。 

平井クラスの「手作りプラネタリウム」のワーク

ショップでは、半円形の画用紙の一部を星形やハー

ト形にくりぬいたキットに子どもたちがセロハンを

貼り付け、暗室で光を当てて投影を楽しんだ。 

2 階では生活環境学科の池田ゼミが「毛糸であそぼ

う！ポストカードとゆびあみ」として、毛糸や端切

れを組み合わせたカードづくりなどを実施。また、

情報メディア学科（※）3年和泉ゼミは「親子で楽し

む☆わくわくワーク」としてモールを使って人形（モ

ールドール）を作ったり、ホイルカーテンを使った

光るキラキラレインボースティックを作ったり。情

報メディア学科（※）3年の井上ゼミは夜間の交通事

故を減らすため、反射板の普及活動の一環として反

射材を使ったオリジナルリフレクターバックづくり

に取り組んだ。 

このほか、学生広報スタッフが「学生目線でみる

武庫女の魅力！」としてパネル展示。健康・スポー

ツ科学科中堀ゼミが乳がんの早期発見を呼びかける

啓発活動として缶バッチを作るワークショップを実

施。16 日には音楽学部有志によるボランティア団体

「浜甲カンタービレ」が合唱「歌でスマイルをお届

け！」を開催した。 

（※2023 年に情報メディア学科から社会情報学科に

改組） 

大森プレゼミ「お菓子でオリジナルブーケ作り」 

 
平井クラス「手作りプラネタリウム」 

 

本稿の記事は本学 WEB サイトの NEWS 及び学科 

オリジナル HP をもとに作成しています。写真はす

べて本学 WEB サイト掲載済のものです。 

ご意見・質問等は、本館 5 階 社会連携推進課まで 

担当：西垣（6213) 

E-mail: shakai@mukogawa-u.ac.jp 
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〈持続可能な開発目標（SDGs）の詳細〉 

国際連合広報センターHP より引用 

https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_d

evelopment/sustainable_development/sustainable_deve

lopment_goals/  

1 貧困をなくそう  

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困

を終わらせる 

 

2 飢餓をゼロに  

飢餓を終わらせ、食糧安全保障および

栄養改善を実現し、持続可能な農業を

促進する 

3 すべての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健康

的な生活を確保し、福祉を促進する 

 

4 質の高い教育をみんなに 

すべての人に包摂的かつ公正な質の

高い教育を確保し生涯学習の機会を

促進する 

5 ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての女

性および女児の能力強化を行う 

 

6 安全な水とトイレを世界中に 

すべての人々の水と衛生の利用可能

性と持続可能な管理を確保する 

7 エネルギーをみんなにそしてク

リーンに 

すべての人々の、安価かつ信頼できる

持続可能な近代的エネルギーへのア

クセスを確保する 

8 働きがいも経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長及び

すべての人々の完全かつ生産的雇用

と働きがいのある人間らしい雇用を

 促進する 

 

9 産業と技術革新の基盤をつくろう

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可

能な産業化の促進及びイノベーションの

推進を図る 

 

10 人や国の不平等をなくそう 

各国内および各国間の不平等を是正する 

 

 

11 住み続けられるまちづくりを 

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市

および人間居住を実現する 

 

12 つくる責任つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保する 

 

 

13 気候変動に具体的な対策を 

気候変動及びその影響を軽減するための

緊急対策を講じる 

 

14 海の豊かさを守ろう 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源

を保全し、持続可能な形で利用する 

15 陸の豊かさも守ろう 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利

用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠

化への対処、並びに土地の劣化の阻止・

回復及び生物多様性の損失を阻止する 

16 平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発のための平和で包摂的な

社会を促進し、すべての人々に司法への

アクセスを提供し、あらゆるレベルにお

いて効果的で説明責任のある包摂的な制

度を構築する 

17 パートナーシップで目標を達成

しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化

し、グローバル・パートナーシップを活

性化する 
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